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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・これら２つの会議を中心に、現在、具体的・実践的なアウトプットを打ち出すべく検討を進めているところですが、これまでの議論を踏まえて、ＩＣＴ成長戦略の概要・骨子を示したものが１１ページの図になります。
・ＩＣＴ成長戦略は、①新たな付加価値産業の創出、②社会的課題の解決、③ＩＣＴ共通基盤の高度化・強靱化の３点をビジョン＝基本的視点として総合的に推進してまいります。
・新たな付加価値産業の創出としては、例えば、①ビッグデータやＧ空間を活用した高付加価値サービスの実現、②4K・８Ｋ（スーパーハイビジョン）の実現前倒し、放送コンテンツの海外展開、③ＩＣＴによる農業の競争力強化、などに取り組んでまいります。
・社会的課題の解決としては、①ＩＣＴを活用した新たな街づくり・地域活性化、②センサー等を活用した社会インフラの効率的な維持管理、③医療・介護・健康など超高齢社会への対応、などに取り組んでまいります。
・さらに、これらの取組を支えるＩＣＴ共通基盤の高度化・強靱化の実現に向けて、Ｇ空間情報の活用などオープンデータの推進、情報セキュリティの強化、パーソナルデータの利活用環境の改善をはじめとする規制・制度改革、などについても、積極的に推進してまいります。
・これらの取組を進めるにあたっては、関係省庁が連携し、特定の地域に政策資源を集中投下し、明確なロードマップに基づき、新たな成功モデルを提示・実証していくことが重要と考えています。
・このようなＩＣＴ成長戦略を推進し、政府の成長戦略や新たなＩＴ戦略に貢献していくことで、我が国経済の再生・成長に貢献してまいります。
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